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子会社の債務免除等の金融支援に関するお知らせ 

 

当社は、平成 22 年 12 月 28 日付にて、親会社である株式会社アパマンショップホールディングス

から当社の子会社の債務の一部免除を含む金融支援に関する了承を受けましたので、下記のとおりお

知らせいたします。 

 

記 

１． 当該連結子会社の概要 

商号 有限会社ＡＳＮディベロップメント 

所在地 東京都中央区八重洲二丁目１番４号 

代表者の役職・氏名 取締役 森田 威 

事業内容 不動産業 

資本金 300 万円 

  

商号 合同会社ＡＳＮセカンド 

所在地 東京都中央区京橋一丁目 1 番５号セントラルビル 

代表者の役職・氏名 職務執行者 須貝 信 

事業内容 不動産業 

資本金 10 万円 

 

２． 金融支援を受けるに至った経緯 

当該連結子会社である有限会社ＡＳＮディベロップメント（以下、「ＡＳＮＤ」といいます。）

は、当社及び株式会社アパマンショップホールディングス（以下、「ＡＳＨＤ」といいます。）か

らの借入により不動産の保有・運用を行っております。また、合同会社ＡＳＮセカンド（以下、

「ＡＳＮＳ」といいます。）は、金融機関及びＡＳＨＤからの借入により信託受益権の保有・運用

を行っており、いずれもその他の事業は行っておりません。 

当該連結子会社が有する不動産については、平成 22 年 12 月 28 日付当社「連結子会社の固定資

産の譲渡及び特別利益並びに特別損失の発生に関するお知らせ」にて公表のとおり、売却に係る

売買契約を締結しております。 

  本件売却に伴い、売却損失が発生いたしますが、ＡＳＮＤ及びＡＳＮＳはその他の事業を行って

いないことから、当該売却損失相当額については、借入弁済原資が著しく減少する状態であり、か

つ、当該売却についてはいずれもＡＳＨＤグループの資産売却並びに有利子負債圧縮という方針に

則った取引であるため、ＡＳＮＤで発生する売却損失額については、ＡＳＨＤがその全額の債権放

棄を行うこと、並びに、ＡＳＮＳで発生する売却損失額並びに過年度の累計損益（損失相当額）に

ついても同様にＡＳＨＤがその金額の債権放棄を行うこととなっております。なお、ＡＳＮＳの売



２ 

却代金については金融機関に対する借入の弁済を行い、ＡＳＮＤの売却代金については当社が貸付

元本の回収を行っております。 

   

３． 債務の種類及び金額 

有限会社ＡＳＮディベロップメント 

(1) 借入先 株式会社アパマンショップホールディングス

(2) 債務の種類 長期借入金 

(3) 債務免除の金額（見込額） 425 百万円（注 1） 

(4) 債務の額及び債務の総額に対する割合 

(平成 22 年９月 30 日現在) 
778 百万円（11.0％）（注 3） 

 

合同会社ＡＳＮセカンド 

(1) 借入先 株式会社アパマンショップホールディングス

(2) 債務の種類 長期借入金 

(3) 債務免除の金額（見込額） 1,094 百万円 

(4) 債務の額及び債務の総額に対する割合 

(平成 22 年９月 30 日現在) 
770 百万円（10.9％）（注 2）（注 3） 

注 1：平成 22 年 12 月 28 日付当社「連結子会社の固定資産の譲渡及び特別利益並びに特別損失の発

生に関するお知らせ」にて公表いたしました不動産の全ての売却が完了した際の見込み額を記載

しております。なお、ＡＳＮＤは計４物件を保有しており、内、３物件を譲渡予定としておりま

すが、残り１物件の売却時につきましても、当該物件の売却損相当の債務免除を受ける予定とな

っております。 

注 2：金融機関への借入残債務の弁済等のため、別途、330 百万円の借入をＡＳＨＤより行う予定で

す。 

注 3：債務の額はＡＳＮＤ及びＡＳＮＳのＡＳＨＤに対する債務の額であり、また、債務の総額に対

する割合は連結ベースの債務の総額に対するものであります。 

 

４． 今後の見通し 

本日別途開示いたしました「業績予想の修正に関するお知らせ」にて折込済みのため、本件が

当社の連結業績に与える影響は軽微であります。 

以 上 


